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H23 農業農村工学会大会講演会講演要旨集[2-51]

＊佐賀大学大学院農学研究科 ，
＊＊佐賀大学 
＊＊＊佐賀大学農学部 ， 
キーワード：有明海，貧酸素水塊，2層ボックスモデル 
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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    貧酸素水塊の発生は，底生生物の減少など

海域の生態系に大きな影響を及ぼし，またそれに伴い，浄

化機能の低下などの，さらなる問題を引き起こす原因でも

あるため，その対策は非常に重要である．有明海奥部では，

～ 年にかけての養殖ノリの大凶作を契機に環境悪

化が指摘され，それ以降，様々な調査・研究が実施されて

いるが，貧酸素水塊の形成機構の解明及びその防止策につ

いては，まだ十分であるとはいえない．本研究は，有明海

奥部における貧酸素水塊の形成機構について，現地観測デ

ータを基に検討・考察したものである．

２２２２．．．．貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊貧酸素水塊のののの発生状況発生状況発生状況発生状況についてについてについてについて     は，独立行政法

人西海区水産研究所によって 年夏季に行われた有明海

貧酸素水塊広域連続観測の観測地点及び水深を

示している．本研究では，この観測によって得

られたデータを使用した．は， の六角

川における水深と底層 ，浜川，大浦沖及び

 における底層  の経時変化を示している．

図示されるように，底層 の変動は基本的には

潮汐振幅の変動と対応し，大潮期に上昇，小潮

期に低下する傾向を示す．また，水深の浅い地

点（六角川，浜川）と深い地点（大浦沖，）
では，の変動は潮汐振幅の変動に伴う数日周

期の変動とは別に，数時間程度の短周期の変動

が卓越した．これは，水深の浅い地点は潮流や

波浪による鉛直混合の影響を直接的に受けやす

いためと考えられる．また，地点の 低下時

の見かけの酸素消費速度の平均値を求めると，

六角川は  ，浜川は  ，

大浦沖は ，は であり，水深の浅い地点は深い地点に比べて，底層の

酸素消費量が大きい．これは，有明海奥部及び西部の水深の浅い地点は，底質の含泥率及び 
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    観測地点及び水深（）
    
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         






六角川

大浦沖







 六角川





 浜川

    水位，の経時変化（年）

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が高いため，底質の酸素消費量が大きいこと，また前述のように，水深の浅い地点は潮流や波浪に

よる鉛直混合の影響を直接的に受けやすいため，底質の巻き上げが起こりやすく，巻き上げられた

有機物による底層水中での酸素消費が多くなることが原因と考えられる．

３３３３．．．．貧酸素水塊発生貧酸素水塊発生貧酸素水塊発生貧酸素水塊発生にににに及及及及ぼすぼすぼすぼす物理的物理的物理的物理的及及及及びびびび生化学的要因生化学的要因生化学的要因生化学的要因のののの影響影響影響影響

についてについてについてについて    有明海奥部における貧酸素水塊の発生には，鉛直

拡散による底層への酸素補給と，底層での酸素消費が影響し

ていると考えられるが，それぞれのパラメータが底層の貧酸

素化に及ぼす影響について， のような 層ボックスモデ

ルを用いて検討した．底層の  濃度の時間変化は次式で表

される．

  




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
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
   （） 

ここで， は表底層間の鉛直拡散係数， は底層ボッ

クス沖合側の鉛直断面での移流速度，は底層ボックス

外沖合側の平均  濃度， は  消費率である．（）
式を ＝のとき ＝，＝∞のとき ＝∞という条件

のもとで解くと，次式が得られる．

   
          （）  

ここで，
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である． は，対象海域にお

ける貧酸素水塊発生時の平均的

な各パラメータ ，，の値

（）に対する相対変化量Δ

，Δ，Δとそれに

伴う ∞の相対変化率Δ∞∞を

，，及び の各ケー

ス毎に示したものであるｐ．図示

されるように，Δ はΔ∞∞

の変化に与える影響は常に一定

で，その影響の大きさも他のパラ

メータに比して大きい．Δ

の影響は，が小さい場合は大きいが，が大きくなるにつれて次第に低下する．Δの影響

は，が小さい場合はΔ∞∞を低下させる方向に働くが，が大きくなると逆にΔ∞∞を増大

させる方向に働き，またその影響の大きさも増大する．


表層

 対象海域の 層ボックス

モデルの概略図


 底層






沿岸 沖合

 ∞及び ∞に対する  及び の感度分析結果
∞ ∞
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      層ボックスモデルの諸元及び対

象海域における貧酸素水塊発生

時の ，，，及び  の平

均的な値





   
   
   
   
   




